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本研究所の視察は､ 毎年名古屋校舎の文化祭の祭日を利用して､ 行われてい
る｡
今回は､ 11 月 4 日 (金) において､ 諏訪市のセイコーエプソン本社を訪問
した｡
参加した所員は､ 名誉研究員を含め 8 名である｡
まず 13 時に上諏訪駅 (写真 1) に集合して､ 本社 (写真 2) の視察では 13
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調達し､ その調達資本を利用して ②如何に高い利益を生み出すか､ が問題に
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今回の企業調査では､ セイコーエプソンがその前身である大和工業創立以降､
上諏訪の地に所在し続ける合理的理由､ 時計事業からプリンタ事業へと事業拡
大する意思決定を下す合理的理由､ それらの意思決定による業績への影響を企
業発展の歴史的経緯とともに視察することができました｡ これらは現在の研究
テーマの裏付けとなる事例になるものと考えております｡
４. 今回のセイコーエプソンの企業調査において､ 様々な知識の収得､
興味深い事実の発見があり､ 大変有意義であった｡ その中でも特に関
心を引いたのは技能五輪訓練である｡
若手の技術者育成を目的とした技能五輪への参加を通じて､ 22 歳以下の従
業員に､ 自社製品の品質向上の基礎となる高度な技能収得の訓練を行わせてい
る｡ これは現状の売上や利益には何も貢献しないが将来を見据えた技術レベル
の底上げを通じた長期的な利益貢献を期待させる｡ こうした地道な投資を行う
ことが日本製品の高品質を維持させる重要なポイントではないかと推察される｡
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